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【関連年表】 

年号 西暦 できごと 

正保 4 1647 5.28.松本城主・水野隼
はや

人
との

正
しょう

忠清卒
しゅっ

す。8.21. 出
で

羽
わの

守
かみ

忠
ただ

職
もと

、遺領を相続 

慶安 2 1649 忠職、領内の総検地を開始(慶安検地)(～慶安 5年(1652))。 

寛文 6 1666 寛文の大飢饉(～寛文 10年(1670))。 

寛文 8 1668 6.26.忠職卒す。8.21.隼人正忠直、遺領を相続。 

寛文 9 1669 年貢収納に際し、のぎ取りが計画されるも、百姓らの訴訟により赦免。 

延宝 2 1674 この年の不作により、百姓ら訴訟。 

10.26.上中萱村庄屋・彦三郎をはじめ、長尾・及木・野沢村の庄屋ら、蔵込め刑を受ける。11.6.釈放。 

延宝 7 1679 7.28.代官、この年は不作であるが、訴訟に出てはならぬとの禁令を出す。 

延宝 8 1680 9.25.内証の宛挽きが行われる。 

9.28.長尾組・上野組の百姓ら、のぎ取りの免除のため、代官に直訴。 

10.2.長尾組、今回の訴訟につき、代官から首謀者の詮索を求められるも、分からず。 

10.6.代官、のぎ取りの免除を通達。 

10.10.長尾組組頭・甕左五兵衛、下中萱村の組頭を太郎兵衛に交代させる。 

延宝 9 1681 この年、飢饉。 

1.8.代官、上野組と長尾組に御救籾 100俵ずつを給付。翌日、組内で飢えた者へ優先的に配られる。 

6.18.年貢延納拝借分の 6月納めにつき、延納を申し出るも認められず。 

7.11.松本城主・水野忠直、越後高田城在城のため出発。長尾組から郷夫として 47名随行。8.15.帰村。 

8.22・23.上堀金村にて長尾組の 8月切籾代金を集める。上中萱村と下堀金村、未納。上中萱村庄屋・彦三郎の

女房、人質に取られる。下堀金村の庄屋・加左衛門と組頭・安右衛門、長尾村で蔵込めの刑を受ける。 

10.13.住吉村庄屋及び組頭、交代。庄屋を加右衛門、組頭は入札により七右衛門に申し付けられる。 

10.14.一日市場村庄屋・角右衛門、中萱村庄屋・彦三郎、楡村庄屋・善兵衛、庄屋役を召し上げられる。 

代官が直に新任者に申し付ける（一日市場村庄屋・市郎兵衛、中萱村庄屋・武兵衛、楡村庄屋・三郎兵

衛）。 

貞享 3 1686 9.末.中萱村での年貢収納の際、百姓らと納手代が口論となる。 

10.14.早朝、領内の百姓ら松本城下へ押し寄せる。中萱村の加助ら、張番所へ 5ヶ条の訴状を提出。 

10.15.伊勢町の挽屋・久左衛門、助右衛門、庄屋・平兵衛、中町の太兵衛、本町の五郎右衛門宅が打ちこわ

される (16日か？) 。 

10.16.松本城内の警備が強化される。 

郡奉行・日根野儀兵衛、小島五郎兵衛連名で百姓らへの回答書が出される(第一次回答書)。 

10.17.組手代ら、回答書を示し、訴訟に出た百姓らを連れ帰るも、一部の百姓は、博労町に残る。 

各村より回答書を了承する旨を示した証文を出させる。 

10.18.家老中連名にて再び回答書が出される(第 2次回答書)。2斗 5升挽きが認められ、城下に残った百姓ら、

解散する。 

目付・岡島権平、清水仁左衛門、城主への報告のため松本を発し江戸に向かう。夜、吉田甚五兵衛（元

郡奉行）、城主への報告のため、松本を発し江戸に向かう。 

10.19.馬
うま

廻
まわり

・大野与左衛門ら、家老中連名の回答書を各組へ配付。 

目付・岡島権平、清水仁左衛門、江戸に到着。 
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貞享 3 1686 10.20.各村から 2斗 5升挽きの回答書を返上する証文が提出されはじめる。代官ら、村々へ 3斗挽きの収納

を指示。 

吉田甚五兵衛、江戸に到着。 

家老・鈴木主馬、江戸に到着。城主・水野隼人正忠直に評議の様子等を報告。 

10.22.城主・水野隼人正、分家の水野周
す

防
おうの

守
かみ

忠
ただ

増
ます

を伴い、老中・大久保加
か

賀
がの

守
かみ

忠朝に騒動を報告。 

10.23.目付・岡島権平、江戸を発し松本に帰る。 

10.25.家老・鈴木主馬、郡奉行・吉田甚五兵衛、目付・清水仁左衛門、江戸を発し松本に帰る。 

11.1.各村へ、3斗挽き及び新旧両納手代による年貢収納の実施が知らされる。 

11.15・16.騒動の首謀者らの捕縛が始まる。 

11.18.堀米村の堀米弥三郎、捕縛される。 

11.22.騒動の首謀者ら、出川及び勢高の両刑場にて処刑される。磔 8人、獄門 20人。 

11.23.処刑された者たちの遺骸を藩の役人たちの試し斬りに使うことが許可される。 

貞享 4 1687 7.1.水野隼人正、松本ヘ戻る。騒動に参加した者のこれ以上の処罰を行わないことを周知。 

享保 9 1724 12..『信府統記』編纂される。 

享保 10 1725 7.28.忠恒、江戸城中にて乱心し、毛利主水正師就に刃傷に及び、領地を没収される（松本大変）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


